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本研究は農林水産省のプロジェクト研究 ｢麦類の新品種育成及び晶質御御技術の開発｣(平成 11-13年

皮)の-課題 (受託研究)である｡

1,研究目的

大麦腔乳細胞壁の主要成分である(1-3,1-4トβ-グルカンならびにアラビノキシランは費粒の晶質形成段

階に大きな影響をおよぼしているO(ト3,1-4)-β-グルカン､アラビノキシランは食物繊維､腔乳組織の硬

軟質性 ･鴇精効率､食品加工､等でも関心が持たれている｡本研究は､大麦登熟過程の種子の(1-3,1-4ト

β-グルカンとアラビノキシランの合成に関わる酵素の性質を明らかにし､それら多糖の合成の仕組を明ら

かにすることを目的とする｡

2.本年度の研究成果概要

(1)(113,114)-β-グルカン合成酵素

つくば市の作物研究所圃場で栽培された開花後3週目の大麦(四国裸97号)種子から歴乳を粛製した｡

歴乳を緩衝液中でホモジェナイズし,超遠心分離して得られる粗膜画分を酵素源として用いた｡反応

産物の解析にはNovo社の酵素剤BAN240Lから精製したリケナーゼ (エンドー(1-3,1-4)-β-グルカナー

ゼ)を用いた｡(113,1-4)-β-グルカン合成酵素(GTase)の反応は､酵素タンパク質を2mMUDp-[14C]グ

ルコース(GIG)(0.08LLCi)とインキュベ-トして行った｡生じた高分子画分をリケナーゼで分解し､オ

リゴ糖断片(GIcβ1-4Gkβ1-3Gk)の放射活性から酵素活性を求めた｡酵素反応の最適温度は20℃､

最適pHは8.0で活性発現にはMg2+を要求する｡比活性は200-500pmol/min/mgproteinである｡

(2)キシロース転移酵素

アラビノキシランの合成に関わるキシロース転移酵素(xTase)はUDP-キシロース(Ⅹyl)を供与体と

してピリジルアミンPA)で蛍光標識したβ-1,4-キシロトリオースを受容体として反応を行い,Xyl転

移産物を逆相系HPLCで分離､定量して活性を求めた｡酵素反応によって-残基のⅩylが転移されて
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Xyl4-PAが検出され､反応時間が長くなるとさらに頼長が伸長したXyl51PAとXyl6lPAも検出された｡

酵素の最適作用pHは6_9､最適作用温度は20℃である｡TritonX-100の添加で活性は4-5倍に高ま

り､Mn2'の存在で約2倍高まる｡酵素の比活性は400-800pmoumin/mgproteinである｡

(3)成長に伴う歴乳細胞壁多糖の構成糖含量と多糖合成酵素の活性変動

成長段階の異なる四国裸 97号についてGTaseとXTa駆活性を漸定した｡四国裸 97号大麦の歴乳

細胞壁多糖の構成糖含量は各成長段階ともアラビノース(Ara)<Ⅹyl<GIcの構成糖比だが､完熟するに

つれGIc((113,1-4)-β-グルカン)含量が高まる(図1A)｡GTaseは開花後 19日目の腔乳で活性が高ま

り､その後は低下する(図1B)｡ⅩTaseはGTaseよりやや早め(開花後 13-15日)に最大活性を示す｡
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図1大麦腔乳の成長に伴う細胞壁構成糖含量(A)と
多糖合成酵素活性(B)の変化

129



(4)異なる品種の腔乳細胞壁多糖の構成糖含量と多糖合成酵素

開花後三週目の異なる品種の腔乳細胞壁多糖の構成糖含量､鴇精効率､GTaseとⅩTase活性を図

2に示す｡RisoM56､M-737､栃系259､栃系251では(1-3,1-4)-β-グルカン含量が低く梅精効率

が高い｡fdsoM56ではGTase活性が著しく低下しており､GTase活性がβ-グルカン含量の制御に

重要な役割を担っていると考えられる｡一方､CadsbergII､M86ではグルカン含量が高く鴇精効率

が低い｡アラビノキシラン含量(AraとⅩyl含量の和)も品種間での変動が認められる｡しかしながら､

Ⅹyl含量の比政的高いC訂lsbergHではXTase活性が低く､Xyl含量の比較的低いM-737では活性

が高く､アラビノキシラン含量とⅩTase活性には相関性が認められない｡
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図2異なる品種の腔乳細胞壁構成糖含量､損精時間､
XTase活性とGTase活性の比較
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